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「広島市スポーツ振興計画」における平成３０年度の主な取組について 

基 本 方 針 主な施策 平成３０年度の主な取組内容 

１ 地域におけるスポーツ・レ

クリエーション活動の振興 

スポーツ・レクリエーション活動の場の整備・充実 

 

○ 広島西飛行場跡地へのスポーツ施設の整備（新規）〔5,200万円〕 

・ 事業概要は別紙２のとおり 

○ 少年野球場（岡田運動広場（仮称））の整備〔3億 9,200万円〕 

・ 土地形状の整地や法面保護等の造成工事 

○ スポーツセンターの耐震化〔1,540万円〕 

・ 耐震補強計画策定 南区スポーツセンター 

・ 耐震実施設計 西区スポーツセンター 

○ 広島広域公園の改修（拡充）〔2億 7,360万円〕 

・ 屋内テニスコート･･･基層打替え工事（４面） 

・ エディオンスタジアム･･･メーンスタンド観客席の個席化 

・ 第二球技場･･･人工芝の張替工事 

○ スポーツ振興のための寄附制度の運用（新規）〔213万 1千円〕 

・ 事業概要は別紙３のとおり 

障害者のスポーツ・レクリエーション活動の促進 ○ 障害者スポーツ大会や健康づくり教室、多様なスポーツ教室の実施等〔2,404万 8千円〕 

２ 学校における体育・スポー

ツの充実 

子どもの体力向上等に向けた運動・スポーツ活動の促進 ○ 体力向上に係るハンドブック、体力優秀賞の配付等〔135万 3千円〕 

○ 体力向上推進校（４校）での取組推進、教員の指導力向上に係る研修会〔41万 1千円〕 

○ 中学校体育連盟等と連携した運動事例集の作成・配布（新規） 

３ 競技力の向上 ジュニア選手の育成・強化 

 

○ 初心者向けスポーツ体験教室の開催（新規）〔91万 7千円〕 

・ 事業概要は別紙４のとおり 

○ 競技力向上対策事業補助（拡充）〔624万 8千円〕 

・ 中、高校生強化選手を対象としていた強化練習会について、小学生選手まで助成を拡大 

障害者スポーツの競技力向上の支援 

 

○ 障害者スポーツ大会出場支援事業（新規）〔85万円〕 

・ これまでの全国障害者スポーツ大会への選手団派遣費用の負担に加え、次のとおり、大会参加費用の一部を新に助成 

【新規助成】 

全国障害者スポーツ大会中国・四国ﾌﾞﾛｯｸ予選会（チーム）：上限５万円 

全国規模の大会（選手）   ：上限１万円 

全国規模の大会（チーム） ：上限５万円 

国際大会（選手）     ：上限５万円（国内開催の場合は１万） 

 
４ まちの活力創出に向けた

スポーツの振興 

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を

契機としたスポーツ振興に関する事業の推進 

○ 東京オリンピック事前合宿の誘致（拡充）〔2,074万 5千円〕 

・ メキシコ合衆国（体操ほか４競技）、オーストラリア連邦（ホッケー）、キューバ共和国（野球）等への誘致活動 

○ 関連事業の推進〔23万円〕 

・ 東京 2020オリンピック開催に合わせた「スポーツと平和に関する国際会議」の検討 

国際的・全国的なスポーツ大会等の開催・誘致等 ○ 国際大会、全国大会の誘致・開催支援（拡充）〔9,270万円〕 

・ 大会概要は別紙５のとおり 

トップス広島等との連携によるプロスポーツ・企業スポーツ

等の振興 

 

○ トップスポーツ観戦ラリー事業（新規）〔48万円〕 

・ 事業概要は別紙６のとおり 

○  スポーツ振興のための寄附制度の運用（新規）〔213万 1千円〕【再掲】 
  


